
主要事業及び事業目標

１　地域における子育て支援

（１）子育て支援サービスの充実

（基準値） （平成26年度） （実績）

1
妊産婦・乳幼児訪
問相談事業

　妊娠、出産、育児期の不安を解消し安心し
て過ごすため、訪問や相談者への対応と発達
の遅れのある児童への発達検査及び指導助言
を行う。

相談開設箇所３カ所
相談、訪問件数
　　　　　5,928件
発達相談件数66件

相談開設箇所３ヶ所
相談、訪問件数
5,800件
発達相談件数100件

相談開設箇所3カ所
相談、訪問件数
4,847件
発達相談件数127件

○ 専門職の確保が課題 事業の周知 健康増進課
○（妊産婦・乳幼
児訪問指導）

2
　ファミリーサ
ポートセンター事
業

子育てを応援できる人、応援を必要とする人
が会員登録し、アドバイザーが紹介する育児
支援ネットワーク事業。

利用件数1,401件
会員数615人
利用件数1,600件

会員数　670人
利用件数　1,744件 〇

さまざまなニーズに
対応するため、預か
り会員の拡充が課
題。

子育て支援計画におい
て引き続き取り組む。
事業の周知を図る。

子育て支援課
○（ファミリー・
サポート・セン
ター事業

3
産褥期サポート事
業

　産褥婦及び乳児を介助する者がいない家庭
に家事育児支援を行うサポート会員を派遣す
る。

会員数29人 会員数50人 会員数54人 ◎
会員数が増加してい
る。

今後も継続して、家事
育児支援に取り組む。

子育て支援課
○（産後サポート
事業）

4 一時保育事業
　保護者の傷病、災害、冠婚葬祭などで一時
的に保育が困難となった場合の保育を実施す
る。

実施園保育　1園
実施保育園
１園

実施保育園
１園 ◎ 適正に一時保育事業

が行われた。
継続実施 子育て支援課

○（一時預かり事
業）

5
地域子育て支援セ
ンター事業

　子育てに不安や悩みをかかえる親が気軽に
集い、子供は遊びながら親同志が打ち解ける
ことができる場を提供する。

実施園保育　3園 実施保育園　４園 実施保育園　４園 ◎
各施設で継続した取
組を行っている。

今後も継続して、子育
て支援に取り組む。

子育て支援課
○（地域子育て支
援センター事業）

6
かけっこ体育館事
業

　子ども達が体育館等で自由に遊ぶことで心
身発達を図り、保護者には親同士のコミュニ
ケーションの場を提供することで育児ストレ
スの軽減を図る。

延利用人数3,960人
延利用人数5,280人
事業廃止

事業廃止 △
ときわだい保育園地
域子育て支援セン
ター事業で代替

子育て支援課

7
子育て支援短期利
用事業

　保護者の疾病、出産等により家庭で養育が
困難になった児童を児童福祉施設で一定期間
養育保護する。

随時 随時
ショートステイ
2名 ◎

引き続き事業の周知を
図る。

子育て支援課
○（子育て短期支
援事業）

8
放課後児童健全育
成事業

　仕事などにより昼間保護者のいない小学校
低学年の児童等を遊びを中心とした保育を行
う放課後児童クラブを保護者等と協力し実施
する。

17クラブ 26クラブ 26クラブ ◎
和賀西小学校学区に学
童保育所を平成27年度
内に新規開所予定。

子育て支援課

9
学童保育所運営費
助成事業

　放課後児童健全育成事業を行う学童保育所
が適切な運営が行えるよう支援する。

13学童保育所 13学童保育所 13学童保育所 ◎ 継続実施 子育て支援課
○（放課後児童ク
ラブ運営支援事
業）

平成26年度
今後の取組

目標年次 計画期間における進捗
状況

北上市次世代育成支援対策行動計画「北上っ子すくすくプラン」実施状況報告書

　　　　　　進捗状況について
　　　　　　◎：予定通り
　　　　　　〇：実施しているが目標まで達していない
　　　　　　△：未実施

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

担当課
子育て支援事業
計画への継続

1



（基準値） （平成26年度） （実績）

10
学童保育所整備事
業

　クラブハウスの整備等、公共施設、学校敷
地及び余裕教室等を利用した学童保育所を関
係機関、保護者等と協議し推進する。

７施設 ２施設（増加） 3施設（累計） ◎

平成23年度に和賀東
学童、江釣子学童、
黒北学童にて整備を
実施

新規開所、改修等、必
要に応じて実施する。

子育て支援課
○（放課後児童ク
ラブ施設整備事
業）

11
民生児童委員子育
て相談支援事業

　民生児童委員は、主任児童委員とともに関
係機関と連携し、子育て家庭等の相談に応
じ、子育て支援活動に積極的に取り組む。

子どもに関する相談
支援件数
2,241件

子どもに関する相談
支援件数
2,200件

子どもに関する相談
支援件数
2,838件

◎

子どもに関する相談
支援件数が増加して
いる一方で、要保護
児童の発見の通告・
仲介件数は減少して
いる。

現在の水準を維持 福祉課

12
お年寄りとの交流
事業

　老人クラブなど地域のお年寄りとの交流を
推進する。

17園 18園 18園 ◎ 継続実施 子育て支援課

13
認可外保育施設等
支援事業

　認可外保育施設、事業所内保育施設の運営
費等への助成を検討する。

検討 実施 未実施 △
小規模保育事業への移
行支援を実施する

子育て支援課
○（小規模等保育
事業）

14
小規模保育施設健
康管理費助成事業

　認可外保育所施設入所児童の健康診断に要
する経費の一部を助成する。

１施設 ５施設 ２施設 ○
認可外保育施設健康管
理費助成事業として継
続

子育て支援課

15
事業所内保育施設
設置促進事業

　認可保育所を補完する事業所内保育施設の
設置について、事業所の理解を得ながら進め
る。

随時 随時 随時 ◎ 継続実施 子育て支援課
○（事業所内保育
所設置促進事業）

（２）保育サービスの充実

（基準値） （平成26年度） （実績）

16 乳児保育事業 　産休明け乳児の保育を実施する。 １園 ３園 1園 ○
新計画において引き続
き取り組む

子育て支援課
○（乳児保育事
業）

17 延長保育事業
　開所時間を延長して保育する保育所の拡大
を進める。

9園 14園 11園 ○

延長保育を実施して
いない公立保育所の
開所時間延長を実施
した。

Ｈ27年度から双葉認定
こども園実施予定。

子育て支援課
○（延長保育事
業）

18 障がい児保育事業
　障がい児の保育を充実するため、こども療
育センターと連携を密に実施する。

全園 全園 全園 ◎
子ども療育センター
との連携を密に実施
にている。

継続実施 子育て支援課
○（保育所等訪問
事業委）

19 夜間保育事業
　午後７時以降の保育の実施について、需要
の動向等を調査・検討する。

検討 １園 0 △ 未実施
夜間保育のニーズを踏
まえ、引き続き検討し
ていく。

子育て支援課

20 休日保育事業
　日曜、祝日等の保護者の勤務等により保育
に欠ける児童について、需要の動向等を調
査・検討する。

検討 １園 0 △ 未実施
新計画において引き続
き取り組む

子育て支援課
○（休日保育事
業）

目標年次 計画期間における進捗
状況

担当課
平成26年度

今後の取組
子育て支援事業
計画への継続

事　業　内　容
平成21年度

№ 事　業　名

平成26年度
№ 事　業　名 事　業　内　容

平成21年度 計画期間における進捗
状況

今後の取組 担当課
子育て支援事業
計画への継続

目標年次

2



（基準値） （平成26年度） （実績）

21
病児・病後児保育
事業

　保護者が仕事のため世話することができな
い病児及び病気回復期の乳幼児等を保育す
る。

休止 1カ所 １カ所 ◎
利用児童も増加して
いる。

継続実施 子育て支援課
○（病児病後児保
育次号）

22
家庭的保育（保育
ママ）事業

　乳児・幼児を市が認定した家庭的保育者
（保育ママ）が居宅や保育所において保育す
る。

― 実施 未実施 △
運営基準等を決定し
た。

新計画において引き続
き取り組む

子育て支援課
○（小規模等保育
事業）

23
保育所地域活動事
業

　地域住民との世代間交流など地域活動事業
を実施する。

14園 1314園 13園 ◎
H22岩崎保育園閉園
により１減

継続実施 子育て支援課

24 保育所増築事業
　保育所入所希望の増加に対応できるよう園
舎を増築する。

― １園 ２園 ◎
H24黒沢尻保育園増
改築、H26双葉認定
こども園開園

実情に応じ実施してい
く。

子育て支援課

25 保育所改築事業
　老朽化した保育所の改築により保育環境を
整備する。

― １園 １園 ◎
H24黒沢尻保育園
増改築

実情に応じ実施し
ていく。

子育て支援課

26
保育所大規模改修
事業

　園舎の外壁、設備等を改修し、保育環境を
改善する。

― １園 １園 ◎
H25大通り保育園
の大規模改修

H28飯豊保育園の移
転新築を予定

子育て支援課

27
保育所等環境改善
事業

　トイレの水洗化、調理室へのエアコン設置
等、保育施設の環境を改善する。

― １園 ６園 ◎

H26鳩岡崎保育園門
扉改修、二子保育園
進入路排水対策工
事、二子保育園ガス
給湯器取付工事、口
内保育園洗濯室給水
管改修工事　他

実情に応じ実施し
ていく。

子育て支援課
○（教育・保育施
設整環境改善事
業）

28
保育所遊具等整備
事業

　保育所遊具の点検整備により保育環境を充
実する。

随時 随時 随時 〇 継続実施
子育て支援課
（各園）

29
保育所民営化推進
事業

　多様な保育ニーズに対応できる保育所経営
を推進するため、公立保育所の民営化、業務
の委託及び市街地北部周辺への保育所新設に
取組む。

１園 １園 １園 ◎
H24ときわだい保育
園開園

実情に応じ実施し
ていく。

子育て支援課
○（教育・保育施
設整備事業）

30
保育料負担軽減事
業

　保育料を見直しを行い、保護者の経済的負
担を軽減する。

軽減率19.7％ 軽減率25.0％ 軽減率26.2％ ◎ 継続実施 子育て支援課
○（保育料軽減事
業）

31
私立保育所運営費
助成事業

　私立保育所が適正かつ円滑に運営できるよ
う運営費を助成する。

私立保育所　8園 私立保育所　　10園 私立保育所　　10園 ◎
私立保育所の運営が
適正に行われた。

継続実施 子育て支援課

○（教育・保育施
設整備事業）

目標年次 平成26年度 計画期間における進捗
状況

今後の取組 担当課
子育て支援事業
計画への継続

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

3



（３）子育て支援のネットワークづくり

（基準値） （平成26年度） （実績）

32
子育てサークル等
支援事業

　子育てサークルなどの活動の場づくりを進
め、サークル相互の交流やネットワークづく
りを推進する。

団体数　　８団体
利用者数5,855人

団体数　　　６団体 団体数　　　２団体 ○
団体数・会員数が
減っている。

今後も継続して取り組
む。事業の周知を図
る。

子育て支援課
○（子育てサーク
ル等活動支援事
業）

33
子育てサービス情
報提供事業

　子育てサービス情報の市ホームページ掲載
や子育て支援マップを作成する。

ホームページ掲載
子育て支援マップ作
成

ホームページ掲載
子育てガイドブック
配布

◎ 継続実施
子育て支援課
健康増進課

○（利用者支援事
業）

34
少子化意識啓発事
業

　少子化対策の記事を市広報等に掲載するな
ど意識啓発を行う。

実施 継続 継続 ◎
今後も継続して取り組
む。事業の周知を図
る。

子育て支援課

（４）児童の健全育成

（基準値） （平成26年度） （実績）

35
放課後子ども教室
（地域子ども教室
推進事業）

　学校や地域の公共施設に安全・安心な子ど
もの居場所(活動拠点）を設け、放課後や週
末に体験活動や地域住民との交流活動を実施
する。

3施設 ６施設 ３施設 ○
地域の子どもと大人
の交流が深められて
いる。

継続実施（基本的に現
状維持。新規開設は地
域の要望に応じて検討
していく）

生涯学習文化課
○（放課後子供教
室事業）

36
家庭児童相談室設
置事業

　市民が気軽に相談できる体制を充実し、家
庭における適正な児童の教育と福祉の向上を
図る。

家庭児童相談員2人 家庭児童相談員２人 家庭児童相談員２人 ◎

ケースへの支援が長
期化し、相談員の
ニーズが高まってい
る。

引き続き児童の養育等
の相談に対応する

子育て支援課
○（家庭児童相談
員による相談・訪
問・見守り）

37
母親クラブ支援事
業

　児童の健全育成を図るため地域で組織され
ている母親クラブの活動を支援する。

14クラブ
14クラブ
事業廃止

事業廃止 △
平成26年度から事業
廃止となった。

子育て支援課

38
児童遊園等整備事
業

　児童遊園で子どもが安心して遊べるよう遊
具の点検整備等を行う。

児童遊園　11カ所 児童遊園　　11カ所 児童遊園　　11カ所 ◎
適切に遊具の点検整
備を行っている。

継続実施 子育て支援課

39
青少年健全育成事
業

　児童の健全育成を図るため、関係団体と連
携して防犯球技大会を実施する。

防犯球技大会参加人
数700人

防犯球技大会参加人
数750人

防犯球技大会参加人
数360人 ○

さまざまなニーズが
あり、参加チーム数
の確保が課題

大会の存廃、変更の検
討

地域づくり課

40 学校施設開放事業
　放課後や休日等における体育館、運動場等
の学校施設の開放を行う。

市内小中学校27校 市内小中学校2726校 市内小中学校26校 ◎
成田小学校廃校に伴
い目標値修正

全小中学校で実施 スポーツ推進課 -

子育て支援事業
計画への継続

計画期間における進捗
状況

担当課

子育て支援事業
計画への継続

事　業　内　容
平成21年度 計画期間における進捗

状況
担当課今後の取組

平成26年度目標年次

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

№ 事　業　名

今後の取組
平成26年度当初目標
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２　母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進
 (１)子どもや母親の健康の確保

（基準値） （平成26年度） （実績）

41
妊婦健康診査事
業・乳児健康診査
事業

　妊娠中の異常を早期に発見し母体の健康の
保持増進を図るため健康診査を行う。乳児期
に疾病や障害を早期に発見するとともに、子
どもの健康状態を把握し、親が安心して子育
てできるよう健康診査を行う。

妊婦健康診査受診票
使用率　76.2％
乳児健康診査受診票
使用率　85.0％

妊婦健康診査受診票
使用率　80％
乳児健康診査受診票
使用率　90％

妊婦健康診査受診票
使用率 78.7％
乳児健康診査受診票
使用率　90.7 ％

○

交付時や乳児健診の
際に定期的に受診す
るよう周知してい
る。

引き続き受診を促すよ
う努める。

健康増進課
○（妊婦一般健康
診査。乳児一般健
康診査）

42
乳幼児集団健康診
査事業

　疾病や障害を早期に発見し、健やかな発
育･発達を促進するため、４か月、10か月、
１歳６か月、２歳６か月及び３歳６か月の集
団健康診査を実施する。

集団健診受診率
98％

集団健診受診率
98％

集団健診受診率
97.6％ ○

未受診者の把握に努
めている

未受診者対策を強化す
る。

健康増進課
○（乳幼児集団健
康診査）

43 予防接種事業
　接種率の向上を図り、感染症を予防し健康
を維持する。

予防接種率　93% 予防接種率　95% 予防接種率　95% ◎
乳幼児健診時に接種
確認、接種を指導す
る

引き続き取り組む 健康増進課
○（予防接種事
業）

44 ぴかぴか教室
　1歳６ヵ月児検診の事後指導が必要な幼児
の検診、個別ブラッシング指導を行い、幼児
期のむし歯の減少を目指す。

３歳6か月児でむし
歯のない子69％

3歳児でむし歯のな
い子74％

3歳児でむし歯のな
い子86％ ◎

対象者に個別通知を
して出席を促す
歯科医師の指導も取
り入れている

引き続き取り組む 健康増進課
○（乳幼児歯科保
健事業）

45 子育て支援事業

　安心して妊娠、出産、育児ができるよう、
母親学級・育児学級・離乳食教室・パパママ
学級を開催し、正しい知識の普及と仲間づく
りを進める。

開催回数67回 開催回数54回 開催回数51回 ○
申し込みがなかった
ため、３回中止と
なった。

内容変更し、魅力ある
教室運営を行う。事業
の周知に努める。

健康増進課
○（育児講座事
業）

46 療育相談事業
　心身に障がい又は発達の遅れのある児童及
び保護者に対し、療育上の相談を行う。

療育 64人
ことば 26人
運動　 20人
医療　 ４回

療育 60130人
ことば 3048人
運動 4048人
医療 4回

療育 200人
ことば 50人
運動 46人
医療 4回

◎

相談件数は見込より
多かったが、相談申
込みに対してはすべ
て対応することがで
きた。

ことばや運動等の専門
相談のニーズに対応す
るため、外部専門職へ
の依頼回数を確保す
る。

こども療育セ
ンター

○（こども療育セ
ンター相談支援事
業）

 (２)食育の推進

（基準値） （平成26年度） （実績）

47 親と子の料理教室
　土日や夏休み・冬休み期間を利用して、各
地区の子ども会で生活習慣病の指導と調理実
習を行う。

開催回数　　16回 開催回数　　　16回 開催回数　　　18回 ◎
食改協を通して参加
を呼びかける

引き続き取り組む 健康増進課
○（親と子の料理
教室）

小中学校２５校、幼
稚園５園 ◎ 全ての学校で実施 継続して取り組む。

保育所８園 ◎
各施設で継続した取
組を行っている。

今後も各施設での取組
を継続し、食育の推進
を支援する。

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

計画期間における進捗
状況

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

担当課今後の取組
平成26年度目標年次

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度 計画期間における進捗

状況
担当課

平成26年度目標年次
今後の取組

学校教育課
子育て支援課

○（食育講座）
食に関する教育の

推進
　「食」に関する知識と体験等を通じて、児
童・生徒の健全な食生活の意識を高める。48

小学校18校
中学校９校

小中学校、幼稚園、
保育所
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 (３)思春期保健対策の充実

（基準値） （平成26年度） （実績）

49 思春期保健事業

　性の正しい情報と知識を提供し、他人や自
分を大切にできる気持ちを育てる。思春期の
子どもを理解し支援する関係者の連携を強化
する。

思春期保健教育教室
１回
連絡会議　　１回

思春期保健講演会
１回
連絡会議
１回

思春期保健講演会
なし
連絡会議
１回

○ 事業内容の検討中
引き続き事業内容を検
討していく

健康増進課

 (４)小児医療の充実

（基準値） （平成26年度） （実績）

50
小児救急医療体制
の情報提供

　夜間や休日の小児医療の情報を提供する。 随時 随時 随時 ◎
必要な人へ情報提供
している

引き続き取り組む 健康増進課
○（小児医療体制
の情報提供）

51
病気･事故防止等
の情報提供

　病気や事故を予防するため、出生届時や健
診時など、パンフレットの配布等情報提供を
行う。

出生届者及び必要な
方全員

出生届者及び必要な
方全員

出生届者及び必要な
方全員 ◎

出生届出者へ事故防
止のパンフレットを
配布している

引き続き取り組む 健康増進課

52
予防接種とかかり
つけ医相談の推進

　感染症予防のため、かかりつけ医に相談し
ながら、予防接種を受けるように出生届時や
健診時などあらゆる機会に推進する。

出生届者及び必要な
方全員

出生届者及び必要な
方全員

出生届者及び必要な
方全員 ◎

出生届出者へ予防接
種手帳を配布し、各
乳幼児健診で指導を
行っている

引き続き取り組む 健康増進課

53
乳幼児、妊産婦医
療費給付事業

　乳幼児及び妊産婦医療費の軽減を図るた
め、医療費の一部を助成する。

乳幼児　　3,574人
　　 　　29,100件
妊産婦　　　337人
          1,644件

乳幼児　　　3,800
人　　　35,000件
妊産婦　　　350人
1,800件

乳幼児　　　3,546
人　　　33,545件
妊産婦　　　283人
1,793件

◎

少子化に伴っての対
象者減であり、実績
数は例年どおりの状
況である。

広報掲載及び転入届の
際の制度説明等、引き
続き事業の周知を図
る。

国保年金課
○(乳幼児・妊産婦
医療費給付事業）

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

担当課
平成26年度目標年次 計画期間における進捗

状況

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

担当課
平成26年度目標年次 計画期間における進捗

状況

今後の取組

今後の取組
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３　子どもの健やかな成長に資する教育環境の整備

 (１)次代の親の育成

（基準値） （平成26年度） （実績）

54
男女共同参画意識
啓発事業

　生き生きパートナーシップ講座等、父親の
育児参加を促進するための啓発事業を推進す
る。男女共同参画講演会は隔年開催とする。

講座8回
参加者328人
講演会０回

講座参加者数260人
講演会参加者数200
人

講座参加者数614人 ◎

講演会は隔年開催の
ため、26は未実施。
講座数を増やしたた
め、参加者数が増
加。

事業は継続し、目標値
の変更や参加者満足度
の向上など内容を充実
させる

地域づくり課
○（男女共同参画
講座開催事業、父
親講座）

 (２)子どもの生きる力の育成に向けた学校教育環境等の整備

（基準値） （平成26年度） （実績）

55 情操教育推進事業
　小・中学校音楽会、小・中学校作品展示
会、児童生徒表彰等を実施する。

音楽会、作品展示会
開催

音楽会、作品展示会
開催

音楽会、作品展示
会、児童生徒表彰の
開催

◎
　それぞれのねらい
を達成する取り組み
が実施されている。

　今後も児童生徒の活
躍の場として、継続し
て取り組む。

学校教育課

56
子どもの読書活動
推進事業

　小学校での朝10分間の読書など読書活動に
よる心の教育を推進する。

全小学校実施 全小学校実施 全小学校実施 ◎
全小学校で実施して
いる。

継続実施 生涯学習文化課

57
小中高生ふれあい
事業

　小中高校生が授業や夏休み冬休みを利用し
て幼稚園・保育所の児童とふれあう機会を提
供する。

保育所10園 保育所18園 保育所18園 ◎ 子育て支援課

58
幼・保・小連携交
流事業

　幼稚園・保育所・小学校が連携し、情報交
換や体験入学等を行い共通理解を深める。

公私立幼稚園6園・
私立幼稚園6園・小
学校18校

公私立幼稚園・保育
所、小学校

公私立幼稚園・保育
所、小学校 ◎

　市全体として年２
回の会議を実施し、
共通理解を図ること
ができている。

　来年度以降、市全体
では１回とし、地区毎
の連携強化を推進す
る。

学校教育課
○（幼保小連携事
業）

59 幼稚園開放事業

　地域の幼児教育センターとして、公私立す
べての幼稚園において親子が気軽に遊び、子
育てに関する情報を交換する場や機会を提供
する。

公私立幼稚園全園 公私立幼稚園全園
公私立幼稚園全園
私立幼稚園６園 ◎

各施設で継続した取
組を行っている。

今後も各施設で継続し
た取組を実施する。

子育て支援課

60
幼稚園預かり保育
推進事業

　公私立すべての幼稚園において預かり保育
を実施する。

公私立幼稚園全園 公私立幼稚園全園 公私立幼稚園全園 ◎
利用児童数も増加し
ている

継続実施、公立園にお
ける土曜日の預かり保
育実施について検討

子育て支援課

61
障がい児受入れ体
制の充実

　公私立すべての幼稚園において就学前障が
い児の受入れ体制の充実に努める。

公私立幼稚園全園 公私立幼稚園全園 公私立幼稚園全園 ◎
障がい児の受入れ体
制が充実していた。

継続実施 子育て支援課
○（幼稚園・保育
所等での障がい児
の受入）

62
市立幼稚園統合・
民営化推進事業

　市立幼稚園の見直し方針により、幼稚園の
統合・民営化を進める。

検討 統合・民営化４園 1園 ○

H22公立岩崎幼稚園と
岩崎保育園を統合
し、いわさき認定こ
ども園開園

地域の実情に応じて実施 子育て支援課
○（幼稚園・保育
園等の適正な配
置）

63 奨学金貸付事業
　高校及び大学等へ進学する者の保護者の負
担軽減を図る。高校生月額１万円、大学生等
月額３万円

新規
大学等38人
高校等8人

新規
大学等3540人
高校等310人

新規
大学等25人
高校等 1人

○
震災以降、申請者が
減少傾向にある。

二次募集を行い、支援
が必要な世帯への貸与
を行う。

教育委員会総務課
○（就学援助事
業）

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

担当課
目標年次 平成26年度 計画期間における進捗

状況

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

担当課
目標年次 計画期間における進捗

状況
平成26年度

今後の取組

今後の取組
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（基準値） （平成26年度） （実績）

64
私立幼稚園運営費
助成事業

　私立幼稚園の円滑な運営に寄与するため、
運営費を助成する。

私立幼稚園　6園 私立幼稚園　　７園 私立幼稚園　　７園 ◎
私立幼稚園の運営が
適正に行われた。

新制度への移行状況を
踏まえながら継続実施

子育て支援課

65
私立幼稚園就園奨
励費補助金事業

　私立幼稚園に通園する児童の保育料助成に
より保護者の負担を軽減する。

該当者834人 該当者800750人 該当者929人 ◎
保護者の負担軽減が
図られた。

新制度へ移行した場合
の保護者負担に配慮し
ながら継続実施

子育て支援課

 (３)家庭や地域の教育力の向上

（基準値） （平成26年度） （実績）

66
生涯学習まちづく
り出前講座

　子育てに関する事業など市や公共機関等が
実施している事業・制度について、地域に出
向き説明する。

138メニュー
利用者数8,686人

205193メニュー
利用者数
15,0009,450人

203メニュー
利用者数
15,985人

◎
市民のニーズに合わ
せたメニューを揃え
る工夫が必要。

市民への周知を行い、
引き続き取り組む。

生涯学習文化課

67 家庭教育学級
　家庭と地域の教育力の向上を図るため、各
地区の交流センターにおいて家庭教育に関す
る学級や講演会等の学習機会を提供する。

16地区 16地区 16地区 ◎
各地区とも工夫しな
がら実施

引き続き取り組む。

生涯学習文化
課
各地区交流セ
ンター

68
「北上っ子５つの
やくそく」推進事
業

　基本的な生活習慣を身につける運動を各学
校及び各家庭で実践する。

ー
市広報１回、交流セ
ンターだより32回啓

発

市広報10回、交流セ
ンターだより6回啓

発
○

取り組みについての
広報を行っている
が、家庭での実施状
況を把握することは
できない。

継続実施 生涯学習文化課

69 子ども創造塾事業

　小中学生を対象に創意工夫をテーマとした
プログラムにより、職業観や発想を喚起し、
自ら動機し実践する創造的な人間形成を促
す。

参加人数　延べ650
人

参加人数
延べ1,000人

参加人数
延べ　806人 ○

各小学校により、取
組姿勢にバラツキが
ある。（いきいき
ゲーム不実施校があ
る）

事業としては、継続し
ていくが、より良い実
施方法を研究する。

工業振興課

70 クリーン活動事業
　各地区で実施するクリーン活動の子どもの
参加を促進する。

年２回 年２回 年２回 ◎
毎年継続してクリー
ン活動に取り組んで
いる。

引き続き、各地区にお
いてクリーン活動に取
り組む。

クリーン推進課

71
ごみ減量・リサイ
クル事業

　集団資源回収への子どもの参加を促進す
る。

1,797t/年 680t/年 588ｔ/年 ○
子どもの参加に限ら
ず、全体的に回収量
が減少傾向である。

事業の周知を図る。 クリーン推進課

72
子どもとはじめる
暮らしのエコチャ
レンジ事業

　子どもたちが日常生活を通じて暮らしと環
境との関わりを知り、環境問題を解決するた
めに何をすればよいのか考え行動することを
サポートする。

全小学校実施 全小学校実施 全小学校実施 ◎

事業を継続し、より理
解度を深めるため各小
学校において説明会の
実施

環境課

 (４)子どもを取り巻く有害環境対策の推進

（基準値） （平成26年度） （実績）

73
青少年を非行から
守る環境実態調査

　青少年の健全な育成を阻害する恐れのある
環境の実態を把握し、環境浄化活動を推進す
る。

実態調査　　１回 実態調査　　1回 実態調査　　1回 ◎
調査の内容や回数につ
いて検討

地域づくり課

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

担当課
目標年次

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21度

№

担当課
目標年次

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

事　業　名 事　業　内　容

担当課今後の取組

平成21年度

計画期間における進捗
状況

平成26年度

平成26年度

平成26年度目標年次

今後の取組

計画期間における進捗
状況

今後の取組
計画期間における進捗

状況
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４　子育てを支援する生活環境の整備

 (１)安全な道路環境等の整備

（基準値） （平成26年度） （実績）

74
快適な道路空間の
整備

　美しく快適な道路空間を創造するため、子
ども等の歩行者や自転車、車いす利用者にも
安全で使いやすい道路を整備する。

・北上駅東線改良歩
道整備完了
・歩道整備L＝522m

歩道整備（平成22～
26年度）L＝5.1ｋｍ

1,072m(26年度）
累計値　　3.2㎞ ◎ なし 地域計画に基づき整備 道路環境課

○（通学路の整備
事業）【学校教育
課】

 (２)安心して外出できる環境の整備

（基準値） （平成26年度） （実績）

75
託児コーナー等設
置推進事業

　不特定多数の人が利用する施設について、
託児コーナー、授乳コーナーの設置に努め
る。

随時 随時
お母さんの詩全国コ
ンクール表彰式で託
児サービス実施

◎

表彰式参加者の託児
希望に対応。H25よ
り赤ちゃんの駅事業
を開始

引き続き取り組む。
各課等
生涯学習文化
課

76
ユニバーサルデザ
イン化推進事業

　安心して子どもが外出ができ、楽しく安全
に遊び生活できるユニバーサルデザインのま
ちづくりに努める。

随時 随時 随時 ○ 各課等

５　企業における子育て支援の推進

 (１)仕事と生活の調和実現のための働き方の見直し

（実績） （平成26年度） （実績）

77
就職面談会等の開
催事業

　人材確保のため、就職ガイダンスや就職準
備セミナー等の開催及びホームページによる
就職関連情報の提供を行う。

就職ガイダンス10
回、セミナー31回
（経済不況により例
年より多く開催）

就職ガイダンス６
回、セミナー５回

就職ガイダンス４回
求人相談会10回
セミナー48回

◎

求人が出ても求職者
が集まらないのが課
題。掘り起し等引き
続き取り組む。

子育て中の女性を対象
に就労へ結びつけるセ
ミナーを企画実施。

工業振興課

78
女性労働者健康管
理啓発事業

　妊娠中、出産後の女性労働者の健康管理や
母性保護啓発に努める。

広報２回、メールマ
ガジン１回

広報２回、メールマ
ガジン１回

HP１回 〇 HPの掲載のみ 広報掲載に取り組む 工業振興課

79
育児休業制度等普
及啓発事業

　民間企業における育児休業制度の一層の普
及啓発に努める。

広報２回、メールマ
ガジン１回

広報２回、メールマ
ガジン１回

HP１回 〇 HPの掲載のみ 広報掲載に取り組む 工業振興課

80
子ども看護休暇制
度啓発事業

　子どもの看護のための休暇制度普及啓発に
努める。

広報２回、メールマ
ガジン１回

広報２回、メールマ
ガジン１回

- △
HP掲載、広報掲載に取
り組む

工業振興課

○（赤ちゃんの駅
事業）【子育て支
援課】

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

○女性就労支援事
業

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

担当課
目標年次

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

担当課
平成26年度

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

目標年次

平成26年度

担当課
平成26年度目標年次

今後の取組

今後の取組

今後の取組

計画期間における進捗
状況

計画期間における進捗
状況

計画期間における進捗
状況
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６　子ども等の安全の確保

 (１)子どもの交通安全を確保するための活動の推進

（基準値） （平成26年度） （実績）

81
子どもの交通安全
教育推進事業

　交通ルール、マナーの実践を習慣づけるた
め、就学前及び就学児童の交通安全教育を推
進する。

交通安全教室の開催
74回

交通安全教室の開催
70回

交通安全教室の開催
75回 ◎

教室の内容について検
討

地域づくり課

 (２)子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

（基準値） （平成26年度） （実績）

82
青少年非行防止活
動推進事業

　青少年の健全育成を図るため、少年補導員
による街頭補導を実施する。

実施回数　　450回 実施回数　　450回 実施回数　　391回 ○
少年補導員に年４回
街頭補導を依頼

実施回数について検討 地域づくり課

83
子ども１１０番の
家推進事業

　子ども１１０番の家を設置し、関係機関と
協力しながら安全に生活できる環境づくりに
努める。

設置数　539 設置数　500 把握していない △ 警察において継続 地域づくり課

84
地域ぐるみの学校
安全体制整備推進
事業

　児童の登下校の安全を確保するため、ス
クールガードリーダーによる巡回指導を実施
するとともに、スクールガード養成講習会を
実施する。

スクールガードリー
ダー２人

スクールガードリー
ダー２人

スクールガードリー
ダー２人 ◎

巡回指導が交通事故
件数の減少につな
がっている。

一般のスクールガード
養成とその人員増

学校教育課

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

目標年次
担当課

事　業　名 事　業　内　容
平成21年度

事　業　内　容
平成21年度

№ 事　業　名

担当課
目標年次

№

今後の取組

今後の取組

平成26年度

平成26年度 計画期間における進捗
状況

計画期間における進捗
状況
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７　要保護児童への対応などきめ細やかな取組の推進

 (１)児童虐待防止対策の充実

（基準値） （平成26年度） （実績）

85
要保護児童対策地
域協議会設置事業

　児童虐待の早期発見と適切な対応を図るた
め、児童相談所、保健医療機関、警察及び主
任児童委員と連携し、児童虐待の防止に努め
る。

代表者会議　1回
ケース検討会議15回

代表者会議　1回
ケース検討会議4回

代表者会議　1回
実務者会議4回
ケース検討会議12回

○
必要に応じ会議を開催
し虐待防止に努める。

子育て支援課
○（要保護児童対
策地域協議愛畝委
事業）

 (２)ひとり親家庭等の自立支援の推進

（基準値） （平成26年度） （実績）

86
児童扶養手当支給
事業

　児童福祉の増進とひとり親家庭の安定と自
立を図るため、児童扶養手当を支給する。

受給対象者768人 受給対象者全員 990人 ○
引き続き周知し、ひと
り親家庭の安定と自立
促進に努める。

子育て支援課
○（児童扶養手当
給付事業）

87
母子自立支援給付
金事業

　母子家庭の母の就業を効果的に促進するた
め支援給付金を給付する。

高等技能訓練促進事
業3人、自立支援教
育訓練給付事業2人

高等技能訓練促進事
業14人、自立支援教
育訓練給付事業２人

高等技能訓練促進事
業1人、自立支援教
育訓練給付事業0人

○
引き続き周知し、母子
及び父子家庭の就業促
進に努める。

子育て支援課

○（母子及び父子
家庭自立支援教育
訓練給付金給付事
業）

子育て支援事業
計画への継続

子育て支援事業
計画への継続

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度 目標年次

平成21年度

担当課今後の取組
平成26年度 計画期間における進捗

状況

担当課今後の取組
平成26年度目標年次

№ 事　業　名 事　業　内　容
計画期間における進捗

状況
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 (３)障がい児施策の充実

（基準値） （平成26年度） （実績）

どんぐり教室 225日
たけのこ教室　76日
たんぽぽ教室　32日

どんぐり教室 237日
たけのこ教室　85日
たんぽぽ教室　32日

◎
ほぼ予定通り教室を
開設した。

利用者満足度80％以上
を目標（指標）とす
る。

たけのこ教室の１日
当たりの平均利用者
数 7～10人

たけのこ教室の１日
当たりの平均利用者
数 10.7人

◎

利用者の増加に対応
し、開催回数を増や
したことにより、お
おむね達成できた。

年度ごとの利用者数の
状況に応じ、開設日数
やクラス編成を調整
し、落ち着いた療育を
実施する。

巡回訪問
120回
研修会 4回

巡回訪問
122回
研修会 5回

◎

巡回訪問対象児の増
加に対応するため、
訪問回数を増やして
きた。また、専門職
の協力を得て研修会
を開催したほか、関
係機関の要請に応じ
研修を行った。

障がい児保育の充実を
図るため、引き続き巡
回訪問に取り組む。ま
た、年２回のセンター
主催研修会の開催のほ
か、関係機関の要請に
応じ研修に協力する。

巡回訪問の１回当た
りの平均対象児数
3人以下

巡回訪問の１回当た
りの平均対象児数
3.0人

◎ 同上 同上

90 特別支援教育事業
　障がいのある子ども一人ひとりの障がいの
種類や程度に応じた教育を行う。

小学校 13校
中学校  8校

小学校 14校
中学校 8校

小学校 17校
中学校 9校 ◎

すべての学校に必要
な支援学級を設置

各校のニーズに応じた
支援学級設置を県に申
請する

学校教育課
○（相談支援ファ
イル事業）

○（こども療育セ
ンター児童発達支
援事業）

子育て支援事業
計画への継続

○（こども療育セ
ンター保育園幼稚
園等巡回訪問）

№ 事　業　名 事　業　内　容
平成21年度 計画期間における進捗

状況
担当課今後の取組

平成26年度目標年次

88
児童発達支援事業
（旧児童デイサー
ビス事業）

心身に障がい又は発達の遅れのある児童に対
し、日常生活における基本的な動作の指導、
集団生活への適応訓練等を行い、健やかな育
成を図る。どんぐり教室（未就園児）、たけ
のこ教室（就園児）、たんぽぽ教室（リハビ
リ）の実施。

こども療育セ
ンター

89
障がい児発達地域
支援事業

　心身に障がい又は発達の遅れのある児童の
在園する保育園・幼稚園等を訪問し、療育に
必要な知識や技術について助言・協力する。
また、支援関係者等を対象とした研修会を開
催し、知識の醸成を図る。

こども療育セ
ンター

どんぐり教室 229日
たけのこ教室 42日
たんぽぽ教室 57日

巡回指導58回
研修会   4回
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